
歳入総額

市税 60.2%
114億6,546万6千円

広報ながくて　2018年 4月号4

　新年度予算は、「つながり」「あんしん」「みどり」の３つの理念に基づき、予算編成を行いました。
　本市では「市民主体のまちづくり」を進めており、その推進には「つながり」を作ることが不可欠です。平成30年度

は、総合計画を筆頭にさまざまな計画を策定しますので、策定の過程に多くの市民に関わっていただき、市民のまちづくりへの参加の
きっかけとするとともに、地域共生ステーションなど、地域のまちづくりの場となる施設の整備を進めます。
　さらに、子育て世代等の流入に伴う人口増加や高齢化が進む本市において、「あんしん」して生活を送るため、子育て支援環境の
整備や、住み慣れた地域での生活を支える地域福祉の拡充、また大規模災害に備える防災・減災事業に予算を配分しました。また、
「みどり」のあるまちづくりを推進するため、道路や香流川などの緑化事業に予算を配分しました。

一般会計
会計名 平成 30 年度

190億6,000万円 　16億8,000万円 9.7％
  84億120万2千円 △20億9,719万7千円 △20.0％

301億6,056万7千円 　22億8,216万8千円 8.2％

差　引 増減率

特別会計

合　計
  26億9,936万5千円

平成 29 年度
173億8,000万円
104億9,839万9千円

278億7,839万9千円
　26億9,936万5千円 皆増  企業会計

市民の力で未来へつなぐ まちづくり予算

　歳入の大きな部分を占める市税は、人口増加や近年の大規模商業施設の開業に伴う増収、土地区画整理事
業地内での仮換地課税開始等が見込まれることから、対前年度比7億4,206万2千円（6.9％）の増加を見込ん
でいます。また、市税の歳入予算総額に占める割合は、60.2％となっています。
　各基金からの繰入金は、北小学校校舎増築事業及び卯塚墓園事業のために公共施設等整備基金から1億
3,095万5千円、長久手小学校亜炭鉱充填工事のために公共施設等管理基金から1億7,600万円を繰り入れ
るほか、必要な財源を補うため、財政調整基金から3億円を繰り入れるなど、総額6億695万9千円としました。

特別会計とは、一般会計とは財布を分けて、収支を管理しているものです。（例）国民健康保険特別会計
企業会計とは、地方公営企業法の財務規定等を適用した会計です。（例）下水道事業会計

地方交付税（特別） 0.1%
2,500万円

地方譲与税 0.6%
1億1,500万円

市債 4.6%
8億8,220万円県支出金 5.9%

11億2,527万3千円

各種交付金、地方特例交付金 6.5% 
12億3,000万円

諸収入 3.7%
7億383万4千円

分担金及び負担金 2.0%
3億7,804万7千円

繰越金・寄附金等 0.9%
1億7,941万5千円

使用料及び手数料 0.9%
1億6,560万3千円

市税 60.2%
114億6,546万6千円

国庫支出金11.5%
21億8,320万3千円

繰入金 3.2%
6億695万9千円

一般会計
歳入

予算の概要

190億
6千万円

自主財源 70.8%
134億9,932万4千円

依存財源 29.2%
55億6,067万6千円

平成30年度当初予算

※表示数値未満四捨五入
　のため、積上げと合計が
　合わない場合があります。


